
アサヒ飲料株式会社北陸工場の企業の森づくり活動が行われました！ 

 

令和元年９月７日（土）に黒部市宇奈月町下立滝ケ平地内において、第３回目となる

アサヒ飲料株式会社北陸工場の「企業の森づくり活動」が行われました。 

アサヒ飲料株式会社北陸工場では、黒部川扇状地湧水群の源泉を工場で使用し、“水”

に関わる飲料や食品を製造・販売していることから、水源地域の整備を目的として森づ

くり活動を実施されています。 

当日は、社員や関連企業のご家族をはじめ、下立財産区、自治振興会、地元住民など

63 名がクリの苗 200 本を植樹しました。参加者の皆さんは、苦労しながら穴を掘り、掘

った土とバーク堆肥を混ぜ、立派に育つよう願いを込めながら丁寧に植樹されました。 

なお、使用したバーク堆肥は、アサヒ飲料北陸工場の“地域の資源循環”の取組の一

環として、飲料の生産過程で生じた“コーヒー粕”を使用して作られたものです。 

植樹活動後は、下立公民館において、フォレストリーダーによる「森の寺子屋：小枝

でボールペン作り」が開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の皆さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式の様子        一昨年植えたクリの木に実が生っていました 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

植樹方法と注意事項について説明       植樹活動後「森の寺子屋」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植樹活動の様子 


